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１. 環境省JCM設備補助事業概要
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環境省JCM設備補助事業 概要

出展： 環境省 二国間クレジット制度(Joint Crediting Mechanism (JCM))の最新動向 抜粋
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２. 2013-2017年（一次公募）
案件採択実績

環境省JCM資金支援事業 案件一覧
(2013～2017年度) 2017年6月26日時点

6

モンゴル：5件
○高効率型熱供給ﾎﾞｲﾗ (数理計画)※※ ○農場2.1MW太陽光発電(ﾌｧｰﾑﾄﾞｩ)※

○10MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ)※ ○農場8.3MW太陽光発電(ﾌｧｰﾑﾄﾞｩ)
〇15MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ)

パラオ：3件
○商業施設370kW太陽光発電(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ) ※

○学校150kW太陽光発電 (ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ)※

○商業施設440kW太陽光発電Ⅱ(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ) ※
ケニア：2件
○6MW小水力発電(ﾊﾟｼﾌｨｯ

ｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ)
○工場1MW太陽光発電(ﾊﾟ
ｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ)

パートナー国合計：110件採択(17か国)

タイ：23件
○ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ省ｴﾈ(ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ) ○工場1.0MW太陽光発電(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ) ※

○省ｴﾈ型織機(東ﾚ) ○省ｴﾈ型冷凍機･ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ(ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ)
○高効率冷凍機(稲畑産業) ○ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ(新日鉄住金ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)
○省ｴﾈ型空調ｼｽﾃﾑ・冷凍機(ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ)
○省ｴﾈ冷却ｼｽﾃﾑ(兼松) ○高効率型電解槽(旭硝子)
○省ｴﾈ型冷水供給ｼｽﾃﾑ(日本ﾃﾋﾟｱ) ○物販店舗LED(ﾌｧｰｽﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ)
○ｾﾒﾝﾄ工場12MW廃熱発電(NTTﾃﾞｰﾀ経営研究所) ○自動車部品工場ｺｼﾞｪﾈ(ﾃﾞﾝｿｰ)
○冷凍機と濃縮機(協和発酵ﾊﾞｲｵ) ○ﾍﾟｲﾝﾄ工場1.5MW太陽光発電とEMS (ﾌｧｲﾝﾃｯｸ)
○ｴｱｺﾝ部品工場3.4MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ) ○冷温同時取り出し型ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ (CPFJAPAN)
○5MW水上太陽光発電(ﾃｨｰｴｽﾋﾞｰ) ○ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ27MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ)
○ｺﾞﾑﾍﾞﾙﾄ工場高効率ﾎﾞｲﾗ(ﾊﾞﾝﾄﾞｰ化学) ○空調制御ｼｽﾃﾑ(ﾕｱｻ商事)
○ﾊﾞｲｵﾏｽｺｼﾞｪﾈ(富士食品) ○ｽﾏｰﾄﾎﾟｰﾄ(横浜港埠頭)

ラオス：3件
●焼畑抑制REDD+(早稲田大学)
〇高効率変圧器(裕幸計装)
〇14MW水上太陽光発電(ﾃｨｰｴｽﾋﾞｰ)

エチオピア：1件
○ﾊﾞｲｵﾏｽｺｼﾞｪﾈ(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺ

ﾝｻﾙﾀﾝﾂ)

サウジアラビア：1件
○高効率電解槽(兼松)

メキシコ：4件
○4.8MWﾒﾀﾝｶﾞｽ回収発電(NTTﾃﾞｰﾀ経営研究所)
○貫流ﾎﾞｲﾗｰと燃料転換 (ｻﾝﾄﾘｰｽﾋﾟﾘｯﾂ)
○64MWｳｨﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ(ｷｭｰﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ)
○20MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ)

バングラデシュ：6件
○食品工場省ｴﾈ型冷凍機(荏原冷熱ｼｽﾃﾑ) ○高効率織機(豊田通商)
○工場320kW太陽光発電(YKK) ○50MW太陽光発電(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ)
○紡績工場省ｴﾈ型冷凍機(荏原冷熱ｼｽﾃﾑ) ○空調省エネ(荏原冷熱ｼｽﾃﾑ)

ベトナム：16件
○ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾀｺｸﾞﾗﾌ (日本通運) ※ ○高効率変圧器 (裕幸計装) ※

○高効率ｴｱｺﾝ(NTTﾃﾞｰﾀ経営研究所) ○省ｴﾈ型空調(ﾘｺｰ)
○電槽化成設備(日立化成) ○ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ320kW太陽光発電 (ｲｵﾝﾘﾃｰﾙ)
○南部・中部地域高効率変圧器 (裕幸計装) ○空調制御ｼｽﾃﾑ (裕幸計装)
○高効率焼成炉(TOTO) ○高効率ﾎﾟﾝﾌﾟ(横浜ｳｫｰﾀｰ) ○工場省ｴﾈ(HOYA)
○北部地域等高効率変圧器(裕幸計装) ○電線製造工場省ｴﾈ(矢崎部品)
○高効率変圧器(裕幸計装) ○ﾋﾞｰﾙ工場省ｴﾈ(ｻｯﾎﾟﾛｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ)
○高効率ﾀｰﾎﾞ冷凍機 (ﾕｱｻ商事)

チリ：2件
○1MW太陽光発電(早稲田環境研究所)
○4.6MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ)

ミャンマー：5件
○700kW廃棄物発電(JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)
○省エネ型醸造設備(ｷﾘﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ)
○高効率貫流ﾎﾞｲﾗ(ｴｰｽｺｯｸ)
○1.8MWもみ殻発電(ﾌｼﾞﾀ)
○省ｴﾈ冷凍ｼｽﾃﾑ（両備ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）

フィリピン：4件
○15MW小水力発電（豊田通商）○4MW小水力発電（長大）
○1.53MW太陽光発電(東京ｾﾝﾁｭﾘｰ) ○1MW太陽光発電(ﾄﾖﾀ自動車) 

○2013年度設備補助：7件採択(3か国) ○2014年度設備補助：12件採択(5か国)
■2014年度ADB基金：1件採択(1か国) ○2015年度設備補助：33件採択(10か国)
○2016年度設備補助：37件採択(10か国) ●REDD+ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ補助：2件採択(2か国)
○2017年度設備補助：18件採択(8か国)

モルディブ：2件
○校舎190kW太陽光発電(ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ)
■ｱｯﾄﾞｩ環礁ｽﾏｰﾄﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ

※その他、マレーシアで1件実施
下線は運転開始したもの（合計47件。うち4件は一部運転開始）

※はJCMプロジェクトとして登録されたもの（合計17件）

カンボジア：5件
○高効率LED街路灯(ﾐﾈﾍﾞｱﾐﾂﾐ) ○学校200kW太陽光発電 (ｱｼﾞｱｹﾞｰﾄｳｪｲ)
○1MW太陽光発電と高効率ﾁﾗｰ(ｲｵﾝﾓｰﾙ) ○学校800kW太陽光発電(ｱｼﾞｱｹﾞｰﾄｳｪｲ)
○配水ﾎﾟﾝﾌﾟのｲﾝﾊﾞｰﾀ化（ﾒﾀｳｫｰﾀｰ）

コスタリカ：2件
○5MW太陽光発電(NTTﾃﾞｰﾀ経営研究所)
○高効率ﾁﾗｰ(NTTﾃﾞｰﾀ経営研究所)

インドネシア：26件
○工場空調ｴﾈﾙｷﾞｰ削減(Batang市)(荏原冷熱ｼｽﾃﾑ) ※ ○ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ省ｴﾈ(ﾛｰｿﾝ)※

○高効率冷却装置(前川製作所) ※※ ○冷温同時取出し型ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ(豊田通商) ※

○工場空調ｴﾈﾙｷﾞｰ削減(荏原冷熱ｼｽﾃﾑ) ※ ○ｾﾒﾝﾄ工場30MW廃熱発電(JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)
○20kW太陽光発電ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ(伊藤忠商事) ○ﾘｼﾞｪﾈﾊﾞｰﾅｰ (豊通ﾏｼﾅﾘｰ)
○省ｴﾈ型冷凍機 (荏原冷熱ｼｽﾃﾑ) ※ ○省ｴﾈ型段ﾎﾞｰﾙ古紙処理ｼｽﾃﾑ (兼松)
○省ｴﾈ型織機(東ﾚ) ○高効率冷凍機(NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ)
○ｽﾏｰﾄLED街路灯(NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ) ○ﾌｨﾙﾑ工場高効率貫流ﾎﾞｲﾗ (三菱ｹﾐｶﾙ)
○ｶﾞｽｺｼﾞｪﾈ(豊田通商) ○ｺﾞﾙﾌﾎﾞｰﾙ工場高効率貫流ﾎﾞｲﾗ(住友ｺﾞﾑ工業)
○ｼﾞｬｶﾊﾞﾘﾝ1.6MW太陽光発電(ｼｬｰﾌﾟ) ●焼畑抑制REDD+(兼松)
○10MW小水力発電(ﾄｰﾖｰｴﾈﾙｷﾞｰﾌｧｰﾑ) ○高効率織機(日清紡ﾃｷｽﾀｲﾙ)
○物販店舗LED(ﾌｧｰｽﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ) ○産業排水処理省ｴﾈ(関西環境管理技術ｾﾝﾀｰ)
○500kW太陽光発電(ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰｱﾝﾄﾞﾘｿｰｽ) ○ｶﾞｽｺｼﾞｪﾈ(ｲｵﾝﾓｰﾙ)
○1MW太陽光発電(高砂熱学工業) ○空港内空調制御ｼｽﾃﾑ(ｱｲﾌｫｰｺﾑ)
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H29年度一次公募採択案件一覧

平成２９年度設備補助一次公募採択案件

H29年度の傾向
・エネルギー生産案件の割合増加

太陽光発電、小水力発電、風力発電、バイオマスコジェネ

パートナー国 実施団体名 事業名 対象技術分野
想定GHG削減量

（tCO2/年）

モンゴル シャープ株式会社 新空港近郊における15MW太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 18,438 

ベトナム 裕幸計装株式会社 南部・中部地域の配電網におけるアモルファス高効率変圧器の導入Ⅱ 省エネルギー 1,469 

ベトナム ユアサ商事株式会社 ゴム製品製造工場における高効率ターボ冷凍機の導入 省エネルギー 289 

ベトナム サッポロインターナショナル株式会社 ビール工場への省エネ設備の導入 省エネルギー 107 

ラオス ティ―・エス・ビー株式会社 ビエンチャン市における14MW水上太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 11,450 

ラオス 裕幸計装株式会社 配電網へのアモルファス高効率変圧器の導入 省エネルギー 2,099 

インドネシア イオンモール株式会社
大型ショッピングモールへのガスコージェネレーションシステム及び
吸収式冷凍機の導入

省エネルギー 7,339 

インドネシア 高砂熱学工業株式会社 北スラウェシ州における1MW太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 1,246 

インドネシア アイフォーコム東京株式会社
高効率制御機器による空港ターミナル内空調ユーティリティシステム
の省エネ

省エネルギー 615 

メキシコ 株式会社キューデン・インターナショナル ロス・アルトスⅡウィンドファームプロジェクト エネルギー生産 66,351 

メキシコ シャープ株式会社 サンルイスポトシ市における20MW太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 12,457 

チリ シャープ株式会社 サンティアゴ首都州近郊における4.6MW太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 2,658 

タイ 富士食品工業株式会社 食品工場へのバイオマスコージェネレーション設備の導入 エネルギー生産 7,111 

タイ 横浜港埠頭株式会社 バンコク港への省エネ設備の導入
省エネルギー、エネル
ギー生産

5,491 

フィリピン 豊田通商株式会社 ミンダナオ島シギル川15MW小水力発電プロジェクト エネルギー生産 49,073 

フィリピン 株式会社長大 ミンダナオ島タギボ川4MW小水力発電プロジェクト エネルギー生産 5,675 

フィリピン 東京センチュリー株式会社 自動車部品工場への1.53MW屋根置き太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 1,124 

フィリピン トヨタ自動車株式会社 車両工場への1MW屋根置き太陽光発電システムの導入 エネルギー生産 859 

計
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JCM資金支援事業 国別・年度別事業件数

採択実績の多い国
インドネシア： 26
タイ： 23
ベトナム： 16

１１０件の内、４６件運転開始済み

年度計国別計
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（一次公募時点）
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３．2013-2017年（一次公募）
技術分類別採択実績

10

類似技術の分類 各パートナー国における採択実績
2017年8月4日時点

同一の設備補助事業に複数技術を導入する場合はそれぞれ件数をカウントしています。



過去に採択されたJCMに係る補助事業のうち類似技術の採択実
績（原則応募時点）に応じて、下記のとおり補助率を設定

事業を実施する国にお
ける「類似技術」の採択
案件数

０件
（初の導入事例）

１件以上
３件以下

４件以上

補助率の上限 ５０％ ４０％ ３０％

11

採択実績による上限補助率

■JCMプロジェクトの拡大のためには

より多くのパートナー国により多くの優れた低炭素技術を導入し、
導入した技術を普及（ビジネス展開）して行くことがJCMプロジェクト
の効果的な拡大につながります。

12

・省エネルギー、エネルギー生産案件は着実に増加
特にエネルギー生産案件は提案数拡大

・採択実績の多い類似技術
太陽光発電： 31件（エネルギー生産４６件）
冷凍機（空調用）：14件

冷蔵・冷凍用、吸収式冷凍機を加えると冷凍機
案件は２２件

・H29年度採択された新たな技術
風力発電、ガントリークレーン、電動フォークリフト

採択技術件数実績
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

採択技術件数（積上げ）

省エネルギー エネルギー生産 廃棄物 交通

太陽光発電, 31

冷凍機（空調用）, 14

ボイラ, 8

冷凍機（冷蔵・冷凍
用）, 6

変圧器, 5

空調機（エアコン）, 4

織機, 4

LED照明, 4

小水力発電, 4

ガスコジェネレーショ
ン, 4

ヒートポンプ, 3

吸収式冷凍機

（廃熱利用）, 2

空調制御システム, 2

冷蔵・冷
凍ショー
ケース, 2

コンプ
レッ
サー, 2

食塩電

解槽, 2

LED街路灯(調光シス
テム含む), 2

廃熱利用発電, 2

バイオマスコジェネ
レーション, 2

リジェネバーナー, 1

天然ガス焼成炉, 1

旋回流誘引型
成層空調シス
テム, 1

段ボー
ル古紙
処理設

備, 1

電槽化成設備, 1

ポンプ, 1

ポンプ
制御用
イン
バー
ター, 1 曝気システム, 1

廃熱回収温水器, 
1

廃熱回収システム, 1

ワイヤー撚り
線機, 1

自己蒸気機械

圧縮型濃縮機, 
1

ガントリ―クレーン, 1

電動フォークリ
フト, 1

太陽光発電+蓄電池, 1 風力発電, 1

バイオマス発電, 1

廃棄物発電, 1
メタン回収発電, 1

デジタルタコグラフ , 1

技術分野の固定化
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事業者様からの設備補助事業に関する主なご要望

JCM
設備補助

応募書類作成
に手間がかか

る

方法論がな
い場合、モニ
タリング計器
の選定に困る

リファレンス
機器の設定に

苦労する

モニタリング
を法定耐用年
数期間行うの

は厳しい

費用対効果
の基準が厳し

い
事業実施期

間を延ばして
ほしい

通年募集に
してほしい

・・その他・・

設備補助事業手続きの改善

14

４． JCM設備補助事業の新たな取組み



15

■活動目的
JCM資金支援事業におけるリーススキームの活用方策について、リース事
業として実施する場合の課題抽出及びその解決方法を検討し、案件組成
を推進する。

■プロセス
１． 設備補助におけるリーススキーム活用に関するアンケート、ヒアリング
２． 課題の分析、整理
３． JCM資金支援事業においてリーススキームを活用する方策の検討
４． 案件形成に向けたフォローアップ

リーススキームを活用した案件組成

16

■活動目的
過年度の設備補助事業への応募件数は少ないがCO2削減ポテンシャ

ルの大きい技術分野を開拓することにより、提案技術の多様化を図り、
設備補助事業を拡大する。

■対象候補
◇ 再生可能エネルギー

① 小水力発電、 ② 風力発電、 ③ 地熱発電
◇ 廃熱の有効活用

① コジェネレーション技術
② 鉄鋼業・セメント業など多量の熱が発生する製造プロセス

◇ その他

■プロセス
１．案件分析と課題整理
２．有望技術分野の特定
３・案件形成に向けたフォローアップ

有望技術分野の開拓



17

提案書、申請書作成及び精算作業の向上

設備補助事業の手続きをより効率的に実施できるよう、各種マ
ニュアルを改善、充実させて行きます。

18

CO2排出削減量算出のための情報一元化

パートナー国別電力CO2排出係数（tCO2/MWh）
CO2排出削減量の計算にご活用ください。
JCM制度で公表された値およびJCMの考えに沿い設定。
JCM設備補助事業の審査に際して用いられるものであり、JCでの決定等を予断するものではありません。

別表は省略
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提案技術の適格性要件

類似技術に関する方法論の適格性要件
提案する技術がJCM合同委員会で採択された方法論を活用する場合には、JCMパートナー国（事業を実
施する国以外の国を含む）において採択された方法論の適格性要件に沿っていること

技術
(Technology)

JCM方法論
JCM 

Methodolo
gy

a. 技術の仕様要件
(Requirement for the 
project to be registered as 
a JCM project) 

b. 技術の性能要件
(Requirements for the 
project to be able to apply 
the JCM methodology)

c. メンテナンス
方法の要件
(Requirements 
for Maintenance 
Method)

d. GHG削減以外の要件
(Other Requirements)

冷凍機
（冷蔵・
冷凍用）

Refrig
erator

ID_AM003 ● The compressor of the project 
refrigerator is controlled by inverter.
● The project installs cooling system 
at food industry cold storage and 
frozen food processing plants for the 
purpose of chilling the food products 
to below -20 deg. C.
● The project system is a secondary 
loop cooling system using natural 
refrigerant. CO2 is used as the 
secondary refrigerant in the system.

● COP of the project refrigerator i
(COPPJ,i) is shown below:
For cold storage: more than 2.0
For individual quick freezer: more 
than 1.5
● The refrigerator applied in the 
project cooling system is a two 
stage compressor refrigerator with 
a cooling capacity as shown below: 
For cold storage: less than 340kW
For individual quick freezer: less 
than 260kW

● Periodical check at 
least once a year is 
planned.

● Plan for not releasing the 
primary refrigerant used for 
project refrigerator is 
prepared. In the case of 
replacing the existing 
refrigerator with the project 
refrigerator, refrigerant used 
for the existing refrigerator is 
not released to the air. 

類似技術に関する方法論の適格性要件 抜粋

20

５． 二次公募について



21

平成２９年度設備補助二次公募

途上国において優れた低炭素技術を活用して温室効果ガスを削減するとともに、日本の貢献に応じてJCMクレジットの獲
得を目指す「二国間クレジット制度資金支援事業のうち設備補助事業（JICA等と連携する事業を含む）」について、執行
団体である公益財団法人地球環境センター（GEC）が事業者からの案件募集（二次公募）を行います。
募集期間： 平成29年９月４日(月)～12月１日(金)正午

事業内容
本事業は、優れた低炭素技術等を活用し、途上国における温室効果ガス排出量を削減する事業（国際協力機構（JICA）や他の政
府系金融機関の出資・融資を受ける事業と連携する事業を含む）を実施していただくとともに、GHG排出削減効果を測定・報告・検
証（MRV)を行っていただく事業です。これにより算出された排出削減量を、二国間クレジット制度（JCM）により我が国の排出削減
量として計上することを目指して、事業者（国際コンソーシアム）に対し初期投資費用の１／２を上限として設備補助を行います。

募集詳細
公益財団法人地球環境センターのホームページをご参照ください。
（http://gec.jp/jcm/jp/kobo/mp170904/）

22

1. 現地事業者の意思確認
2. 事業実施体制の確立
3. 資金計画
4. 事業実施に係わる契約や許認可の確認
5. 補助に値する優れた低炭素技術の選択
6. 適切なリファレンス排出量の設定によるGHG排出削減量の見積もり
7. 費用対効果や投資回収年数の目安クリア
8. 公募提案資料

事業実施や資金調達の確実性に関するエビデンスの提示
技術の優位性・事業の横展開の可能性を明記
正しい法定耐用年数の設定
設備補助対象経費
設備費・工事費を主体とすることによる経費申請・精算ワークの削減

応募に際し、ご留意いただきたいポイント
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GEC JCM ウェブサイトのご紹介

URL http://gec.jp/jcm/jp/

＜本件窓口＞

公益財団法人 地球環境センター

E-mail    ：jcm-sbsd@gec.jp


